
参考5-3 

 

第4回宇宙開発委員会 安全部会 議事録（案） 

 

1. 日時 平成24年2月24日（金曜日） 14時30分～16時30分 
2. 場所 文部科学省 3階 1特別会議室 
3. 議題 
（1） H-ⅡAロケット21号機による第一期水循環変動観測衛星「しず

く」（GCOM-W1）および韓国多目的実用衛星 3 号機

（KOMPSAT-3）等の打上げに係る安全対策について 

（2） H-ⅡB ロケット 3 号機による宇宙ステーション補給機「こうのと

り」3号機（HTV3）の打上げに係る安全対策について 

（3） その他 

4. 資料 
安全4-1-1 H-ⅡA ロケット 21 号機による第一期水循環変動観測衛

星「しずく」（GCOM-W1）およぴ韓国多目的実用衛星 3

号機（KOMPSAT-3）等の打上げに係る安全対策につい

て 質問に対する回答※ 

安全4-1-2 H-ⅡAロケット 21号機の打上げに係る飛行安全計画（A

改訂） 

安全4-1-3 H-ⅡAロケット 21号機の打上げに係る地上安全計画（A

改訂） 

安全4-1-4 「ロケットによる人工衛星等の打上げに係る安全評価基

準」と H-ⅡAロケット 21号機の地上安全計画・飛行安全

計画との比較評価結果（A改訂） 

安全4-1-5 H-ⅡA ロケット 21 号機による第一期水循環変動観測衛

星「しずく」（GCOM-W1）および韓国多目的実用衛星 3

号機（KOMPSAT-3）等の打上げに係る安全対策につい

て（案） 

安全4-2-1 H-ⅡBロケット3号機による宇宙ステーション補給機「こう

のとり」3号機（HTV3）の打上げに係る安全対策について 

質問に対する回答 

安全4-2-2 H-ⅡB ロケット 3号機の打上げに係る飛行安全計画、地

上安全計画の概要（A改訂） 

安全4-2-3 H-ⅡB ロケット 3 号機の打上げに係る飛行安全計画（A

改訂） 

安全4-2-4 H-ⅡB ロケット 3 号機の打上げに係る地上安全計画（A

改訂） 

安全4-2-5 「ロケットによる人工衛星等の打上げに係る安全評価基

準」とH-ⅡBロケット3号機の地上安全計画・飛行安全計

画との比較評価結果（A改訂） 

安全4-2-6 H-ⅡBロケット3号機による宇宙ステーション補給機「こう

のとり」3号機（HTV3）の打上げに係る安全対策について

（案） 
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※別添資料は非公開資料（非公開資料については審議終了後回収） 

5. 出席者 
安全部会部会長 河内山 治朗 

部会長代理 井上 一 

委員長 池上 徹彦 

 

特別委員 工藤  勲 

特別委員 栗林 忠男 



特別委員 佐藤 吉信 

特別委員 下平 勝幸 

特別委員 竹ケ原 春貴 

特別委員 中島  俊 

特別委員 馬嶋 秀行 

特別委員 宮本  晃 

 

【事務局】 

文部科学省研究開発局宇宙連携協力推進室長 井手 信二 

        〃      参事官付参事官補佐 松原 太郎 

        〃            〃    坂田  肇 

 

【説明者】 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JAXA） 

  宇宙輸送ミッション本部 

    宇宙輸送安全・ミッション保証室 

       室長 加納 康臣 

        技術領域リーダ 川畑 広文 

        輸送安全課 成尾 俊久 

       打上安全評価室室長 江口 昭裕 

  有人宇宙環境利用ミッション本部 

    有人システム安全・ミッション保証室室長 小沢 正幸 

    HTVプロジェクトチーム 

      プロジェクトマネージャ 虎野 吉彦 

      ファンクションマネージャ 深津  敦 

 

6. 議事内容 

 

（1） H-ⅡAロケット21号機による第一期水循環変動観測衛星「しず

く 」 （ GCOM-W1 ）および韓国多目的実用衛星 3 号機

（KOMPSAT-3）等の打上げに係る安全対策について 

 

（報道関係者・一般傍聴者入室） 

 

【河内山部会長】 それでは、時間になりましたので、議題 1 の公開審

議を再開したいと思います。プレス及び一般の傍聴者の方々につ

いては、非公開審議について御協力いただきましてありがとうござ

いました。30 分間ほどお待たせしてまことに申しわけありませんで

した。 

 この間、ロケット及び施設・設備に関する機微な情報が含まれて

いると考えられる部分についての審議をさせていただきました。 

 引き続き、議題1のH-ⅡA21号機による第一期水循環変動観測

衛星「しずく」（GCOM-W1）および韓国多目的実用衛星 3 号機

KOMPSAT-3 等の打上げに係る安全対策について審議を続けさ

せていただきます。 

 前回の審議におきまして、質問が出ていましたので、その回答と、

追加で出ています質問票に対する回答について JAXA で回答を

取りまとめていますので、JAXA から説明をお願いいたします。そ

れから、説明に際して資料改訂を行っていると思いますので、そ

の改訂箇所の説明をあわせてお願いいたします。 

 

JAXAから安全4-1-1、安全4-1-2、安全4-1-3及び安全4-1-4に基

づき、説明があつた。 

 



【河内山部会長】 それでは、先ほどの回答と、改訂資料について御意

見、御質問等ございましたら、お願いいたします。 

 ないということで、よろしいでしょうか。 

 ないようでございましたら、次に移らせてぃただきまして、本安全

部会での審議の結果について、事務局で取りまとめを行ってぃま

すので、その取りまとめ案について説明をお願いいたします。 

 

事務局から安全 4-1-5 に基づき、説明があった。主な質疑は以下の

とおり。 

 

【河内山部会長】 それでは、ただいまの審議結果の取りまとめ案につ

いて、御意見、御質問等がございましたらお願いいたします。 

【佐藤特別委員】 質問よろしいですか。 

【河内山部会長】 どうぞ。 

【佐藤特別委員】「安全監理責任」という語がありますが、この場合の「カ

ンリ」というのは監督の「監」と理科の「理」です。それからもうーつ、

普通の「管理」という語がありまして、それとの関係と、それから、安

全対策を実施するという行為がありますが、実施するというのはど

ちらに入るのでしょうか。例えば 1 ページの地上安全対策で、「打

上安全監理」の「カンリ」というのは監督の「監」で、責任を持って

JAXAは安全計画を制定しているとなっています。JAXAは実際に

安全対策を実施するということもありますが、この安全対策を実施

するというのは、普通の「安全管理」とは違うのでしょうか。その3つ

の位置づけがあまり明確でなくて、混ざっているような気がします。

そこが理解しにくいのですが、それはどのように理解したらよろし

いでしょうか。 

【JAXA（江口）】 すいません、カンリの3つ目は何ですか。 

【佐藤特別委員】3 つ目は、安全対策を実施するという場合です。安全

対策の実施というのはどちらの安全カンリに入るのでしょうか。もし

JAXAが安全対策を実施する場合は、いわゆる監督の方の「監理」

と、それから実際マネジメントの方の「管理」と両方を JAXA はやる

ということになるのでしょうか。 

【JAXA（江口）】 まず監督の方の「監理」と普通に使う「管理」について

ですが、たけかんむりの「管理」よりも、監督の「監理」の方が大きく

全体をマネジメントしている意味を持っています。この言葉は、打

上執行を三菱さんに民間移管して、三菱さんが打上執行をすると

いうときに、全体の安全カンリをどうするかというときの話でつくら

れたと記憶しています。通常のたけかんむりの「管理」の方は、い

わゆる作業安全の管理のような一つ一つの管理のことを言ってい

ます。 

 ただ、そういう意味で、すべての漢字が統一されて、今の意味どおり

にきれいに識別されて使っているかというと、それは今自信がな

いです。 

【佐藤特別委員】 今のことに関して、包含関係は監督の方の「監理」と

いうのが大きな場合であるとおっしゃったのですが、普通安全の

観点からいうと、必ずしもそうではなくて、例えば相互に独立して、

片方がやることを独立して監督していくというようなイメージがある

と思います。一体でやるのであれば、単なる組織の上部組織と下

部組織ですが、そうではなくて、お互いに組織としてある程度独立

して、ちゃんとできているかどうかを監視していくということかと思

いました。そうではなくて、単なる上下関係ということでしょうか。そ

れとも、そうではなくて、ある程度独立して監視していくという意味

なのでしょうか。 

 それからもう一つは、実際に安全対策を実施するということが出てきま



して、JAXA さんが実施するようなところも文章的に見られますが、

そうなると、安全対策の実施というのは、監視というよりも、実際の

マネジメント、いわゆる普通の管理だと思います。多分監視の方は、

マネジメントではなくて、監視ですから、スーパーバイザーや、監

督という意味だと思います。ですから、そもそも監視の方の「監理」、

それから、安全管理の方の「管理」は英語でいうと何になるのでし

ょうか。 

【JAXA（江口）】独立的なものと実際に直接やっているものがあります。

JAXA がいう「打上安全監理」のいわゆる監督の「監理」には、今お

っしゃいました独立的な評価をして監視しているという意味と、現

実には JAXA も直接やっている作業がありまして飛行安全は直接

やっていますので、両方含んでいます。 

 それと、もう一つのたけかんむりの「管理」で非常によく使うのは作業

安全の管理で、実際現実に火工品を結線したり、ヒドラジンを充填

したりする作業はメーカさんがやっているのですが、そこには必

ずたけかんむりの管理という言葉を使っています。 

 先ほども言いましたが、民間移管のときに、打上執行をやります三菱

さんと基本協定ができたときに、JAXAは打上げの安全確保をやる

ことになっています。この安全確保の中には、先ほど言った2つの

カンリがもちろん入っているので､そのときにこの言葉をつくったと

記憶しています。H-HA13号機のときです。 

【佐藤特別委員】 もう一言言わせてもらいますと、言葉の定義、それか

ら、具体的にどんなことがそれに含まれるのかはっきりしておかな

いと、どこかの文章に書いてあるとは思いますが、私らが知らない

だけかもしれませんが、混乱します。それから、責任的にそれをは

っきりしておかないと、あいまいになってしまうということが起きるか

もしれないので、監督の方の 「監理」は、独立的にやっていかな

いと、せっかく 2つの組織が相互にチェックし合うというメリットがな

くなるのではないかと思いますので、その点を考慮されたらいか

がかなと思います。私の質問はこれで終わりですので、これに対

する回答は出さなくて結構です。 

【JAXA（江口）】 はい。1 つ思い出したのですが、民間移管のときに打

上執行の責任と「打上安全監理」の責任を安全部会で議論された

と思います。そのときに、JAXA はとにかく安全でなければストップ

させる最終的な権限を持っています。そういう意味では上ですの

で、「監理」という言葉を使っています。 

【河内山部会長】 それでよろしいでしょうか。カンリというのは今言った

とおりで、全体の安全に関する責任について JAXA が最終的な責

任を負うという形になっていますので、「監理」を使ったという、今

の説明が正しいお答えだと思います。 

 あとは、今のコメントにあるとおり、言葉を使うときには、その言葉の意

味がわかるように使っていこうということがそもそもの趣旨ですので、

文書を書くときのそれぞれの立場の人がその意味を考えてやって

いただくということが今のコメントのポイントではないかと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 そのほかございませんか。ないようでございましたら、H-ⅡA21 号機

による第一期水循環変動観測衛星「しずく」（GCOM-W1）および

韓国多目的実用衛星 3 号機（KOMPSAT-3）等の打上げに係る安

全対策についてこの報告書を本部会の最終報告書として､「（案）」

をとりたいと思いますが、それでよろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

【河内山部会長】 ありがとうございます。 



 それでは、これを最終報告とさせていただきまして、後日、宇宙

開発委員会に報告させていただきます。 

 議事の司会をかわらせていただきます。 

 

（2） H-ⅡB ロケット 3 号機による宇宙ステーション補給機「こうのと

り」3号機（HTV3）の打上げに係る安全対策について 

 

【井上部会長代理】はい。続きまして、議題2のH-ⅡBロケット3号機に

よる宇宙ステーション補給機「こうのとり」3号機（HTV3）の打上げに

係る安全対策についての審議をさせていただきます。 

 これについては私が議事進行を担当いたします。よろしくお願

いします。 

 前回の審議において幾つか質問事項がございました。また、追

加の質問もいただいておりま す。これらの質問への回答をまとめ

ておりますので、JAXA から説明をお願います。また、資料の改訂

についてもあわせて説明をお願いします。 

 

JAXA 及び事務局から安全 4-2-1、安全 4-2-2、安全 4-2-3、安全

4-2-4 及び安全 4-2-5 に基づき、説明があった。主な質疑は以下のと

おり。 

 

【井上部会長代理】 ありがとうございました。それでは、今の質問への

回答並びに改訂箇所の説明について、御意見、御質問ございまし

たら、お願いいたします。 

【工藤特別委員】 質問番号1の落下域評価について、今までの私の印

象では、HTV は極めて予測点に近いところに落ちていたとイメー

ジしていました。前にもお聞きしたとは思いますが、こんなに大き

い落下域を通報範囲として設定していいのでしょうか。宇宙先進国

としてこのような範囲を言っていいものかというのが心配になりまし

た。 

【JAXA（加納）】 機体が再突入して、どの高度で 1次破壊して、破壊が

どのように進んでいくのか、また、破片はどのようなものに分割さ

れて、それがどのように大気中落下してくるのかというのは、解析

ではいろいろ仮定すれば答えは出てきますが、どこかでキャリブ

レーションが必要であり、そういう意味では、今のところ確たること

は言えない状況です。それで現状では1次破壊して、大小のいろ

いろな破片になったということを仮定して解析せざるを得ません。 

 かなり広めに答えを出して、その部分を守っていますので、この

ように広い範囲で対外的に公表していますが、それでクレームが

来ているわけではありませんので、このようにさせていただいてい

ます。 

 それで、先ほども言葉で補いましたが、公表上、簡単な形状でど

うしても公表せざるを得ませんので、このようにメルカトル図法上で

大きめな台形になっています。もちろんシミュレーション結果はこ

んな形状ではなく、この中に例えばバナナのような形状になります。

対外的な通報上は、細かい点を何点も言うわけにはいきませんの

で、ある程度簡単な形状で包絡させているのが事実です。それに

よって広がっている部分もかなりありますが、こういう形で許してい

ただいています。 

【工藤特別委員】 わかりました。 

【井上部会長代理】 どうぞ。 

【佐藤特別委員】 質問ですが、安全4-2-4の 4ページに、今回JAXA

が少し改訂された、「これらの計画書の妥当性について安全評価

を行い射場整備作業の安全確保を行う」とありますが、妥当性につ



いて安全評価を行うというのは、日本語として意味が通らないと思

います。おっしゃりたいことは、簡単に言えばシステム、計画書の

妥当性の確認を行い、射場整備作業の安全確保を行うというのが

一番簡単な言い方だと思いますが、どうしても安全評価という言葉

を使いたいのであれば､「安全プログラム計画書に基づき安全評

価を行い、その妥当性について確認し、射場整備作業の安全確

保を行う」というように直したほうが日本語として通じると思います。

「妥当性について安全評価を行う」という書き方は、どのようにして

やるのかがよくわかりません。 

【中島特別委員】 「安全評価を行い」ではなくて、「評価を行い」にすれ

ばいいのではないですか。 

【佐藤特別委員】 それでもいいです。 

【JAXA（江口）】よろしいでしょうか。今提案のあった「システム安全プロ

グラム計画書に基づいて」というと、また誤解になります。それに基

づいて安全評価をやっているのではなくて、プログラム計画書自

身を審査、評価していますので、そういう意味では、「妥当性につ

いて確認を行い」でいいのかと思います。 

【佐藤特別委員】 そうですね。 

【JAXA（江口）】 「安全評価」を「確認」にすれば、今の趣旨が通ると思

います。 

【佐藤特別委員】 日本語としては、「妥当性」については「確認」という

言葉が一般的に使われると思いますので、一番単純に、「妥当性

の確認を行い、射場整備作業の安全確保を行う」というようにされ

たらいいと思います。 

【JAXA（江口）】 そのように修正いたします。21 号機も同じ表現になっ

ていますので、21号機も同じ表現にします。 

【佐藤特別委員】 ありがとうございます。 

【井上部会長代理】 それでは、21号機の資料と含めて修正をお願いし

ます。 

 ほかに。どうぞ。 

【馬嶋特別委員】 先ほど佐藤先生が指摘された言葉の問題と、それか

ら役割について、今回、H-ⅡAロケット21号機の打上げと、H-ⅡB

ロケット 3号機の打上げと 2つ並べて見てみると、地上安全計画、

飛行安全計画で、最後の図のところが微妙に違ったりしているの

で、本当にその必要があるのかどうかを検討していただけたらと思

います。 

【JAXA（江口）】 H-ⅡB ロケットは、JAXA が打上隊をつくって、JAXA

が実施している開発です。それに対して H-ⅡA ロケットは、民間

移管して、打上執行は三菱さんがやっていますので、違いは出て

くるのは仕方がない部分があると思います。ただ、今おっしゃって

いるところが違っていいかどうかは今すぐにわかりません。 

【馬嶋特別委員】そのとおりだと思いますが、2つの組織があって、その

ように並んで書いていますので、本来であれば、三菱さんがやら

れるときはこうなっていて、それから、JAXAだけだったら JAXAだ

けというような 2 つのバージョンをつくればいいと思います。見て

いただければわかりますが、例えば順番が違ったりしているところ

もありますし、名前についてももう少し同じようにならないかなとい

う気がします。 

【JAXA（江口）】 まず大きな話として、H-ⅡB ロケットの打上げ時は定

常組織ではなくて打上隊というものが組まれて動きます。それに対

してH-ⅡA ロケットは、もちろん併任もいろいろいますが、種子島

の定常組織で動いていますので、その差は書き分けるしかござい

ません。そこは修正のしようがないのですが、単に順番の並びに

ついて、同じことを言っているのでしたら同じようなところに入れれ



ばという意味ならばわかります。 

【馬嶋特別委員】 そういうところがありますので、本当に意味が同じな

のか、それとも、こちらのバージョンではこうなるのかということが、

1つの図の中でははっきりしません。幾らでもこういう議論はあった

と思いますが、並べて見ていただければと思います。 

【JAXA（江口）】できれば具体的にどこというように例示していただけると、

もう少し説明できるかもしれません。 

【馬嶋特別委員】 本来であれば、役割はそんなに違わないのではな

いかと思います。三菱さんがやられるときも、JAXA さん単独のとき

もそうではないかと思っていますので、順番が変わってしまうと、

何かここに変更があるのかなと思いますし、その辺がよくわかりま

せん。 

【井上部会長代理】 具体的にどこをおっしゃっているのでしょうか。 

【馬嶋特別委員】 例えば、安全 4-2-4 の 25 ページと、安全 4-1-3 の

26 ページで、役割的に地上安全組織及び業務は同じで、単なる

並べかえの問題かもしれませんが、法定保安責任者が安全4-1-3

の 26ページと比べると安全4-2-4の 25ページのところはそれが

下にあったりしていますが、わざとそうなっているのでしょうか。 

【JAXA（成尾）】 今の地上安全組織及び業務を示している図のそれぞ

れ 1 ページ前に図 6（安全 4-2-4）の打上隊編成図と、図 7（安全

4-1-3）の JAXA 打上安全監理体制という編成図がございます。こ

の編成図に基づいた、地上安全組織及び業務を示していますの

で、ここはどうしても違いは出てしまいます。 

【馬鳴特別委員】 単なる順番だけの問題ですが、26 ページ（安全

4-1-3）では法定保安責任者が上になっていて、その下に打上管

制安全評価室長となっていまして、25 ページ（安全 4-2-4）のとこ

ろでは、打上実施責任者代理があって、打上実施責任者付があっ

て、法定保安責任者となっていますが、こういう順番が必要です

か。 

【JAXA（成尾）】 はい。その順番を示しているのが、図 6（安全 4-2-4）

の打上隊編成図や図7（安全4-1-3）のJAXA打上安全管理体制で

す。図7（安全4-1-3）では、種子島宇宙センター所長から、下位の

方に法定保安責任者、打上管制安全評価室長という流れであって、

一方、H-ⅡB ロケットは、打上隊編成図が示しているとおりに、打

上実施責任者の下は、打上実施責任者代理、それから打上実施

責任者付、法定保安責任者という組織図になっていますので、そ

れに基づいて、この組織と業務は整理されています。 

【馬嶋特別委員】 今の御説明どおりになるかもしれませんが、若干並

べ方が違っているように見えますが、そうでもないのですね。 

【JAXA（江口）】 違っていないと思います。今説明しましたとおり、例え

ば法定保安責任者がいる位置は、いわゆる打上実施責任者に関

連したものの下にいます。26 ページ（安全 4-1-3）は同じく打上安

全監理責任者の下にいまして、打上安全監理責任者代理や付は

ありません。25ページ（安全4-2-4）では、打上実施責任者は理事

で、26 ページ（安全 4-1-3）では種子島の所長ですから人が違い

ます。そういう意味で、固まりとして、並びは正しいと思います。 

【馬嶋特別倭員】 わかりました。 

【井上部会長代理】 よろしいでしょうか。ある種の位置づけが少し違う

のですね。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 それでは、よろしければ、これまで調査審議していただいた結果

を取りまとめていますので、事務局から案の説明をお願いします。 

 

事務局から安全 4-2-6 に基づき、説明があった。主な質疑は以下の



とおり。 

 

 

【井上部会長代理】 はい、ありがとうございました。ただいまの取りまと

め案の説明について、御意見、御質問があれば、お願いいたしま

す。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、この H-ⅡB ロケット 3 号機による宇宙ステーション補

給機「こうのとり」3 号機の打上げに係る安全対策について、この報

告書の「（案）」をとらせていただいて、この形で宇宙開発委員会に

報告させていただきます。 

 よろしいでしょうか。 

 

（「異議なし｣の声あり) 

 

【井上部会長代理】ありがとうございました。 

 

（3） その他 

 

【河内山部会長】 それでは、議事を進行させていただきます。議事 3

のその他について説明をお願いいたします。 

【坂田補佐】 その他の議事に移行する前に、事務局から 1 点、修正と

おわび申し上げたいと思います。1番目の議題、H-ⅡAロケット21

号機の安全対策について、先ほど御確認いただき、「（案）」をとる

ということを御了承いただいたところですが、安全4-1-5の 1ペー

ジ目に一部誤記がございました。真ん中あたりで、「JAXA の衛星

開発部門等」と書いてありますが、この部分を「JAXAの衛星プロジ

ェクト部門」に修正させていただければと思います。 

【河内山部会長】 わかりました。修正をよろしくお願いいたします。 

 

事務局から参考4-1に基づき、説明があった。 

 

【河内山部会長】 特に異論はございませんか。 

 ないようでしたら、｢(案)｣をとらせていただきます。 

 以上で本日の議事は終了いたしました。 

 今回 2 つの打上げに関しての調査審議ということで、いろいろな

不手際、それから、進行のまずさ等ございまして、御手数をおかけ

したことをおわび申し上げます。さらに委員の先生の皆様方にお

かれましては、貴重な助言、それから御尽力をいただきましたこと

を感謝申し上げます。 

 これをもちまして本日の安全部会を閉会といたします。本当にあ

りがとうございました。 

 

（説明者については敬称略） 

 

――了―― 


